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学位論文内容の要旨 






セージ 70% acetone エキスに、臨床上問題となる腸球菌 2 種（Enterococcus faecium, E. faecalis）に対する抗菌活性が見
られた。そのエキスを種々のカラムクロマトグラフィーや高速液体クロマトグラフィーで分離・精製することにより、
腸球菌に対する MIC が 8 μg/ml を示す oleanolic acid を得た。構造のよく似た ursolic acid についても抗菌活性を検討した
ところ、oleanolic acid よりも 2 倍程度強い抗菌活性を示した。腸球菌以外の菌に対する作用の検討も行ったところ、黄
色ブドウ球菌や肺炎球菌などのグラム陽性菌に対し抗菌活性を示し、グラム陰性菌には無効であった。生菌数の測定に
より、E. faecium に対し殺菌的作用を示すことも明らかとなった。 
II. 抗菌薬増強物質について 
 セージ 70% acetone エキスに、腸球菌に対する arbekacin の抗菌活性増強作用が見られた。分離・精製を行い、活性成
分として carnosol を得た。類似化合物の carnosic acid についても検討を行ったところ、ほぼ同様の活性がみられた。


















ている。この学位論文の著者は、VRE や MRSA に対する抗菌物質、VRE に対してアミ
ノグリコシド系抗菌薬の効力を増強させる物質、緑膿菌の病原因子の産生を抑える物質
を見いだし、それらの効果、作用機構などを解析した。まず、食品にも使われるセージ
中に VRE や MRSA に対する抗菌物質が存在することを見いだし、その有効成分を単離
し、 Oleanolic acid であることを明らかにした。また、Oleanolic acid と構造が似ている
Ursolic acid にも同様の効果があることも明らかにしている。一方、VRE に対してアミ
ノグリコシド系抗菌薬の効力を増強させる物質として、同じくセージから Carnosol を
見いだしている。Carnosol の構造類似体である Carnosic acid にも同様の効果があるこ
とも明らかにしている。更に、Triterpenoids が緑膿菌の病原因子の産生を抑えることを
見いだしている。いずれも上記の耐性菌に有効なシーズを見いだしたという段階である
が、結果は大変興味深いものである。この論文の内容には新規性があり、当該分野の発
展への貢献が期待される。実験方法は妥当であり、実験結果には信頼性がある。実験結
果の図表も適切に表現されており、実験結果の説明、議論も妥当である。関連の論文も
適切に引用されている。以上のことから、審査委員会はこの論文が博士（薬学）の学位
に値するものであると判断した。 
 
 
